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切除術 (cold forceps polypectomy: C F P )に関する前向き研究に対する報告はごく 
少数である。したがって、腺腫の全摘除(clean colon)を達成するためにジャンボ 
カップ生検鉗子を使用してCFPで治療された5 腿以下の微小ポリーブの患者を前向 
きに集積し、手技の安全性と1年後の下部消化管内視鏡横査にてポ リ ー プ の見逃 
し、または残存の再発率をフォローすることによってその有効性を評価した。
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結果： C F Pによる一括切除率は3腿以下の病変で最も高く、病変サイズの増加とと 
もに有意に減少した。術後出血は573病変中 1病 変 （0 . 1 7 % )で観察された。術後 
穿孔は認められなかった。フォローアップ内視鏡検査にて、初回切除部位に再発病 
変を認める絶対再発率は0.8% (2/251病変）であった。また、同ーセグメントに認 
める推定再発率は1 7 %であった。clean colonは初回摘除時に患者の5 5 %で達成さ 
れた。多変量解析により、clean colonは初回内視鏡時の腺腫の数および術者の内視 
鏡従事年数と有意に関連していることが明らかになった。





との結果が示された。本研究では、切除梭の病変再発率は0 , 8 %とであり、既報で示 
された標準容量の鉗子を使用した際の4 % という再発率と比較し低値であった。1年 
後のフォローアップ内視鏡検査により、4 5 %の患者で初回の内視鏡検査で見落とさ 
れた病変を含む新たに検出された病変が明らかになった。1993年のWinawer、2006 
年のHirata、1997年のR e xらの報告では、初回の大腸内視鏡檢査後に認められた新 
しい病変の割合はいずれも4 0 % 〜 5 0 %であると報告されており、これは本研究結果 
と同等であった。さらに、新たに検出されたポリープは、1年間の追跡調査で、主に 
上行結腸、横行結腸、S 状結腸で他のセグメントと比較し有意に高率に検出された 。 
これは、上行結腸や横行結腸、S 状結腸ではハウストラが深く管腔内に入り込んでい 
ることや横行結腸やS 状結腸では後腹膜に固定されていないことによる腸管の自由 
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1) ジャンボ鉗子を使用したCold forceps polypectomy (CFP) であり、3mm以下の微小
・載茜変に対して髙レh 括切隙率を示した0
2) 微小腺腫に対するCFPの絶対再凝率は0. 挪 （2/251病変)、称液出血は0.17% ( 1 / 5 7 2 ^ で 
あり、CFPの有劾性、安 全 性 ^ ・ 、された0
3) 1年後のフォローアップ内視鏡・により、4 5 %の患者で初回の内視鏡^渣で見蔣とされた 
病変を含む新たt氓出された病変が明らかになった。
4) 初 回 内 謙 時 に 腺 腫 が 3個 以 h 認められた症例はclean colonの ・ 僻 が 低 か っ た0





たところ合擦と判断されたので、博 士 （匡学）の学f端 文に値するものと認められた0
(令 和 3年 1月 2 8 日)
